
■ 野生動物学領域（全学組織の野生動物教育研究機構）

「野生動物の生態と人間社会との関係を学ぶ」

動物科学科の

「３つのまなび」

動物を学び、知り、探求する
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動物科学科とは？

→「動物を総合的に科学し、総体的に知る」学科です。

動物科学科の「3つのまなび」

→それは動物科学科に入学すると何を学ぶか、

動物科学科独自の3つの領域に全学組織の１つの領域を加え、わかりやすくまとめたものです。

■ 動物バイオ科学領域
「遺伝子工学・細胞工学の手法を駆使し、遺伝子や細胞の機能から動物を学ぶ」

遺伝子工学や細胞工学などのバイオテクノロジーの修得と、これらの技術により明らかになってきた

動物の遺伝子や細胞の働きを分子生物学、遺伝子工学、細胞工学の観点から学びます。

（動物生殖学教室、動物生理制御学教室、実験動物学教室）

■ 動物資源科学領域
「食料資源としての産業動物の生産と機能特性を学ぶ」

肉牛、乳牛、産卵鶏、ブロイラー鶏といった産業動物の機能特性を栄養学、生化学、遺伝学の観点から学

びます。また、肥満や糖尿病などが問題となってきている伴侶動物の栄養学も学びます。

（動物栄養学教室、動物生産化学教室、動物遺伝育種学教室）

■ 動物社会科学領域
「人間社会への動物の関わりを経済学、経営学の視点から学ぶ」

産業動物や伴侶動物などを扱う動物産業分野における生産-販売-消費システムの経営学・経済学や、

有機農業などの農業のあり方や人間と野生動物との共生についても学びます。

（食料自然共生経済学教室、システム経営学教室）
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